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　小城家の支出

　小城家の収入

　平成２１年度の小城市の決算がまとまりました。普通会計の決算をもとに前年度と比較
しながら家計に例えてみましたので、一緒に見ていきましょう。

　小城市の平成２１年度普通会計決算額を１か月の家計に例えてみると、小城家の１か月の収
入額は４１万６千円（前年度より５万７千円の増）です。
　収入では、親からの援助（地方交付税、国庫支出金、県支出金、その他の交付金）は５万１
千円、新たな借入金（地方債）は５千円増えています。給料（市税）は１千円減っています。
　支出では、家の増改築費（投資的経費）やその他生活費のうち自治会費・クラブ会費等
（補助費等）の伸びが大きくなっています。これは、親からの援助（国の経済対策）を受け
たことによるためです。
　生活費では、ローンの返済（公債費）が少なくなっています。これは、前年度以前に親
（国）から借りていた資金（借金）の繰上返済が減ったことによるためです。また、食費（人
件費）が少なくなったのは職員数の削減によるものです。

人件費
32億7,867万円（17％）
人件費
32億7,867万円（17％）

市税
40億2,794万円
　　　　（21％）

市税
40億2,794万円
　　　　（21％）

国・県支出金
44億7,387万円
　　　（23％）

国・県支出金
44億7,387万円
　　　（23％）

扶助費
22億2,675万円
　　　　（１2％）

扶助費
22億2,675万円
　　　　（１2％）

扶助費
22億2,675万円
　　　　（１2％）

繰出金
16億8,553万円
　　　　　（9％）

繰出金
16億8,553万円
　　　　　（9％）

繰出金
16億8,553万円
　　　　　（9％）

公債費　　　
21億5,304万円
　　　　（１1％）

公債費　　　
21億5,304万円
　　　　（１1％）

公債費　　　
21億5,304万円
　　　　（１1％）物件費

18億306万円（9％）
物件費
18億306万円（9％）
物件費
18億306万円（9％）

補助費等
25億7,598万円
　　　　（13％）

補助費等
25億7,598万円
　　　　（13％）

投資・出資金・貸付金
1億1,451万円（１％）

維持補修費
6,014万円（0％）

積立金7億155万円（4％）

投資的経費
37億5,155万円（19％）
投資的経費
37億5,155万円（19％）

歳計剰余金※2

9億5,378万円（5％）

地方交付税
63億949万円（３3％）
地方交付税
63億949万円（３3％）

その他の交付金
6億4,662万円（3％）

諸収入
4億5,694万円（2％）

分担金・
負担金・寄附金
2億170万円（1％）

使用料・手数料
2億2,958万円（1％）

財産収入
1億4,181万円（１％）

繰越金
4億6,106万円（3％）

繰入金
2億925万円（1％）

地方債
2１億4,630万円（11％）
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備考増減率
C／B

増減額
Ａ−B C

平成２０年度
B

平成２１年度
Ａ内　訳

人件費▲ 4.1▲ 2,98273,58470,602食　　費

生活費 扶助費3.81,75146,19947,950医療費、
教育費等

公債費▲ 12.0▲ 6,30452,66746,363ローンの返済

物件費10.43,67335,15338,826光熱水費・消耗品等

その他生活費

補助費等46.017,46638,00455,470自治会費・
クラブ会費等

繰出金4.41,54234,75436,296子供への仕送り

維持補修費▲ 13.3▲ 1981,4931,295家の修繕費
投資・出資金・
貸付金▲ 22.0▲ 6943,1602,466友達へ貸した

お金
積立金293.411,2673,84015,107貯金

投資的経費45.125,11055,67480,784家の増改築
費用家の増改築費

歳計剰余金44.36,30714,23120,538来月への
繰越金その他

15.956,938358,759415,697合　計

備考増減率
C／B

増減額
Ａ−B C

平成２０年度
B

平成２１年度
Ａ

市税▲ 1.3▲ 1,10087,83686,736給料

地方交付税

国庫支出金

県支出金

その他の交付金

26.451,446194,683246,129親からの援助

諸収入

分担金・負担金・
寄附金

使用料・手数料

財産収入

7.11,46620,71422,180雑収入

繰入金▲ 24.5▲ 1,4625,9684,506貯金の取崩し

繰越金26.62,0837,8459,928前月からの繰越金

地方債10.84,50541,71346,218新たな借入金

15.956,938358,759415,697合　　計

（単位：円、％）

（単位：円、％）

※１自主財源とは、市が自ら調達できる収入です。
　　依存財源とは、国や県の決定や割り当てに基づいて収入するも
　のです。

　小城家の１か月の収入・支出の内訳　 　普通会計　歳入・歳出の内訳　

※２歳計剰余金とは、歳入総額−歳出総額の金額です。
　　歳出総額には、歳計剰余金は入りません。

H２２．３．３１　住民基本台帳人口　４６，４３９人
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指標からみる財政状況
【経常収支比率】使途を制限されない経常的な収入（地方税、普
通交付税等の毎年収入される性質のもの。）に対する経常的な支出
（人件費、公債費、扶助費等の毎年経常的に支出されるもの。）の
割合が低いほど自由に使えるお金があることになります。

【公債費比率】市町村の一般財源の標準的な規模を「標準財政規
模」といい、これに対する公債費（借金）の占める割合のことで
す。借金の償還が市の財政を圧迫していないかを示す指標です。

【実質公債費比率】平成１８年度から市債（借入金）の発行が許可
制から協議制に移行したことに伴い、従来の起債制限比率にかわ
り、この新しい比率で起債制限を行うこととされました。この比
率が１８％以上になれば、地方債の許可団体となり、２５％以上にな
れば、単独事業の起債が認められなくなる起債制限団体となりま
す。

【財政力指数】地方公共団体の財政に力があるかどうかを表す指
標です。財政力指数が高いほど自主財源（地方公共団体が自ら調
達できる財源）の割合が高く、財政力が強いことになります。こ
れが１を超えると、普通交付税はゼロで不交付団体となります。

　小城市の貯金は、１６６億８１３万円とな
り、前年度より６億９，３５４万円増えまし
た。また、借入金は前年度より１２億
９，６１６万円増え３０２億６，８８４万円となりま
した。一般会計においては、今後も義務
教育施設の改築事業や本庁舎建設事業を
計画しています。また、下水道事業は、
平成４５年までの予定となっています。そ
のため、小城市の貯金は年々減少し、逆
に借入金が少しずつ増加していくものと
考えられます。
　企業会計の借入金は、新たな借入金も
なく、前年度より５，３９３万円減り、１１億４６
万円となりました。

【問合せ】財政課　財政係（牛津庁舎）
担当　南里・手塚
E-mail　zaisei@city.ogi.lg.jp
☎６３−８８０４

平成
２０年度

平成
２１年度

９１．５％８８．３％
経常収支比率
財政の弾力性
（ゆとり）の指標

１１．９％１０．８％
公債費比率
借金返済の割合

８．７％８．２％
実質公債費比率
実質的な
借金返済の割合

０．４８６０．４８１
財政力指数
自前の財源の割合
（３か年平均）

９６．７％９６．８％
市民税徴収率
（現年課税分）

貯金（年度末残高）
対前年度増減額平成２０年度平成２１年度基金名

８９２万円１４億１，８７１万円１４億２，７６３万円財政調整基金
８，９２５万円１６億３，８３４万円１７億２，７５９万円減債基金

６億１，３４３万円２０億１，４１７万円２６億２，７６０万円公共施設整備基金
△１，８０６万円１０８億４，３３７万円１０８億２，５３１万円その他特定目的基金
６億９，３５４万円１５９億１，４５９万円１６６億８１３万円合　　　計

※普通会計分の基金残高です。

借入金（年度末残高）
対前年度増減額平成２０年度平成２１年度会計
３億１，６４０万円１７８億４，４２４万円１８１億６，０６４万円一般会計
△１６７万円３，８５８万円３，６９１万円簡易水道特別会計

９億８，１４３万円１１０億８，９８６万円１２０億７，１２９万円下水道特別会計
１２億９，６１６万円２８９億７，２６８万円３０２億６，８８４万円合　　　計

企業会計借入金（年度末残高）
対前年度増減額平成２０年度平成２１年度会計
△４，０４２万円８億４，３１４万円８億２７２万円水道事業会計
△１，３５１万円３億１，１２５万円２億９，７７４万円病院事業会計
△５，３９３万円１１億５，４３９万円１１億４６万円合　　　計

　小城市の貯金と借入金
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歳出決算額歳入決算額会計名　
１８３億４，０７８万円１９２億９，２８９万円一般会計

普通
会計

３，６４０万円３，７９３万円授産場特別会計
８３９万円８５４万円小柳育英資金特別会計

１８３億８，５５７万円１９３億３，９３６万円小　　計
６６９万円７３４万円簡易水道特別会計

特別
会計

３１億５，２４４万円３２億１，４２５万円下水道特別会計
４７億８，５１５万円４７億６，４４２万円国民健康保険特別会計

３８７万円７２７万円老人保健特別会計
４億９７０万円４億１，３３４万円後期高齢者医療特別会計

８３億５，７８５万円８４億６６２万円小　　計
２６７億４，３４２万円２７７億４，５９８万円合　　計　

平成２１年度会計別決算

※平成２１年度決算統計（普通会計）と上記の普通会計の小計が合わないのは、普通会計間でのやり取り（繰入繰出）がな
かったもの（相殺）として処理しているためです。

資本的収入及び支出収益的収入及び支出会計名
１億２，０４２万円資本的収入１１億６，７９９万円病院事業収益

病院事業会計
７，９８７万円資本的支出１２億４，７９７万円病院事業費用
４４３万円資本的収入２億８，７６６万円水道事業収益

水道事業会計
２億６，９６４万円資本的支出２億６，９８０万円水道事業費用

各会計の決算収支

平成２１年度公営企業会計決算

平成２１年度各課の主な事業を紹介します。
事業費事業内容事業名担当課

１９２，３７３千円
　平成１９年度から３か年の継続事業で、設備の更新とデジ
タル化を進めました。平成２１年度は事業計画の最終年度で
主に防災行政無線（三日月地区子局）の整備を行いました。

防災行政無線設
備整備事業

総務課

７１６，６０８千円　国の経済対策に伴い、１人当たり１２，０００円（６５歳以上及び
１８歳以下の者は２０，０００円）の定額給付金を支給しました。

定額給付金給付
事業

１９，９６８千円
　本庁舎方式への移行に向け、庁舎建設用地や駐車場用地
の確保と整備に取り組むために庁舎建設の実施設計を行い
ました。

本庁舎増改築事
業企画課

２０，５３９千円　二酸化炭素の排出抑制を推進するため、既存公用車をク
リーンエネルギー・低公害車（１５台）に更新しました。

低公害車等一斉
導入促進事業財政課

２４８，２６９千円
　天山地区塵芥処理場内に応急的な施設の建設や唐津市内
にある「クリーンパークさが」へごみを搬送するパッカー車
を購入しました。

一般廃棄物中継
応急対策事業環境課

１３，８８６千円
　４０歳以上の被保険者に対し義務化された内臓脂肪型肥満
（メタボリックシンドローム）に着目した健康診査と保健指
導を行いました。

特定健康診査等
事業国保年金課

８，２１２千円
　高齢者や障害者の皆さんなどが住みなれた地域で安心し
て生活していくために、ぬくもいホームの施設整備と宅老
所などの消防設備整備への補助を行いました。

地域共生ステー
ション推進事業

福祉課

１，９５７千円　一人暮らし高齢者等が地域で安心して暮らせる仕組みを
構築するための検証を行いました。

安心生活創造事
業
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事業費事業内容事業名担当課

３２，００９千円　がんの早期発見、早期治療に結びつけるためのがん検診
（胃、肺、大腸、子宮、乳、前立腺）を実施しました。がん検診事業

健康増進課
１４，７１１千円

　新型インフルエンザ感染の拡大防止のため、マスク等の
備蓄、新型インフルエンザ予防接種費用の助成等を行いま
した。

新型インフルエ
ンザ対策事業

１１，１５６千円
　有機栽培やエコ農産物等の生産活動、高品質化や低コス
ト化、規模拡大、省力化等に必要な機械や施設等の整備に要
する費用を助成しました。

さがの強い園芸
農業確立対策事
業農林水産課

３６２，５００千円　佐賀県農業協同組合の三日月地区にある麦大豆兼用施設
の再編整備に対して助成しました。

強い農業づくり
総合対策事業

１１７，８１７千円　営農の環境整備のために農業用排水路（１０路線、延長
１，５０４．６m）の整備を行いました。

市営土地改良事
業農村整備課

１９，９６１千円　定額給付金の支給に合わせて、地元商店街等の振興対策
のためプレミアム付商品券の発行事業を行いました。

プレミアム付商
品券発行事業商工観光課

１１，８２４千円
　２ｍ以上１５ｍ未満の橋りょう１０４本と１５ｍ以上の橋りょう
３４本の長寿命化計画を策定するために橋りょう点検業務を
行いました。

橋りょう維持管
理事業建設課

８８，８５１千円
　人口減少が進行する芦刈地区の拠点形成のため、実験物
販所の運営、三王崎地区農村公園の整備、地域交流センター
の耐震診断・基本設計、まちづくり活動に対する助成を行い
ました。

まちづくり交付
金事業

都市整備推
進室

５，５７７千円
　文化、伝統を育み、商業・業務・教育・居住等の都市機能
が集積された「小城市の顔」としての中心市街地の再生を図
るため、まちなか市民交流プラザ整備の基礎調査や基本計
画のフォローアップ・モニタリング調査等を実施しました。

中心市街地活性
化事業

２９，５７８千円　家庭用の浄化槽設置者に対する補助を行いました。家庭用浄化槽設
置事業

下水道課
２，５０７，６１８千円　小城市内の下水道計画区域の浄化センターや管渠の整備

を進めました。下水道整備事業

９２６，５５９千円　平成２２年度末の完成を目指して、老朽化に伴う校舎の改
築を進めています。

牛津中学校改築
事業

教育総務課
１５３，８１７千円　三日月中学校及び芦刈幼稚園の耐震補強工事及び大規模

改造を行いました。
学校教育施設耐
震補強事業

２７，８９２千円
　国の経済対策に伴い、３～５歳の子どもで第２子以降を
対象とし、１人当たり３６，０００円の子育て応援特別手当を支
給しました。

子育て応援特別
手当給付事業こども課

５３，８４９千円
　いじめ・不登校などの問題行動等の教育相談事業や子ども
サポーターによる特別支援事業の組織・業務等を体系化し、
子どもたち一人ひとりの教育的ニーズに応じて適切な教育
支援を行いました。

子ども支援事業

学校教育課

１１０，２５０千円　小学校４校及び中学校４校のパソコン教室の機器の整備
を行いました。

小・中学校パソコ
ン教室パソコン
等整備事業

１，６５５千円
　サガントス（プロサッカーチーム）との交流を通して、地
域の活性化とスポーツの振興につなげる取組みを行いまし
た。

サガントス交流
宣言スポーツ振
興事業

生涯学習課

２，０２２千円　我が家のお宝展の開催、小城読本の編集、市民学芸員問題
集の作成及び文化財案内板・説明板を設置しました。

屋根のない博物
館事業文化課
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